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名古屋市立大学寄附講座（近世名古屋学）開設記念 連続講座（取材のお願い） 
 

 

 名古屋市からの寄附に基づき、令和５年９月より名古屋市立大学に

寄附講座（近世名古屋学）を設置し、城郭考古学の第一人者として 

全国的に著名な千田嘉博氏を教授としてお迎えする運びとなりました。 

これに先立ち、本寄附講座の開設記念としまして、令和５年７月３

日（月）に報道発表しました、市民向け連続講座（全３回シリーズの

１回目）を開催しますので、是非とも取材いただきますようお願いい

たします。 

 

記 

 

１ 講座概要 

 （１）第一部 基調講演 

    「信長の城 －勝幡城から安土城へ－」 

     講師 千田 嘉博 氏 

（２）第二部 パネルディスカッション 

    「近世名古屋学」に期待される役割や教育研究活動、名古屋独自の文化や

魅力についてパネラーの発表をもとにディスカッションを行います。 

 

２ 開催日時 

  ８月２０日（日）午後２時～午後４時【定員５００名／好評につき満員御礼】 

 

３ 会場 

  中区役所ホール（名古屋市中区栄四丁目１番８号） 

 

４ 取材申込 

   本公開講座について取材いただける場合は、別添の取材申込書に必要事項を

記入し、ＦＡＸで申込ください。 

A4 サイズ：２ページ、チラシあり 

 

千田嘉博氏 

（写真：本人提供） 



 

取材申込書（ＦＡＸ） 
 

 送付先：名古屋市立大学教務企画室 ０５２－８７２-１５３１ 

※８月１７日（木）午後３時までに、上記の送付先にＦＡＸを送付してください。 

 

件 名 名古屋市立大学寄附講座（近世名古屋学）開設記念連続講座 

集合場所 

/ 

時 間 

 

集合場所：中区役所ホール会場受付へ直接お越しください。 

開場時間：午後１時 

 

社 名  

申込責任者 
（氏名） 

 

（携帯番号） 

 

取材スタッフ 

カメラマン：    名 

音 声：    名 

記 者：    名 

 

  計  ：    名 

当日連絡先 

（申込責任者と同一の場合は記入不要です） 

（氏名） 

 

（携帯番号） 

 

千田氏への取材希望 

（当 日） 
有  ・  無 

 

≪注意事項≫ 

(1) 当日取材に来られる際は、貴社を表す腕章等を着用してください。 

(2) 取材場所、取材時間、注意事項及び係員の指示事項の遵守をお願いします。 

(3) 各社、講座終了後、千田嘉博氏に取材希望がある場合は応じますので、会場に

しばらくお残りください。 

(4) 千田嘉博氏本人の写真提供の希望がある場合、当日中にデータ送付しますので、

電子メールの送付先とともに、事前又は当日受付でその旨お申し出ください。 



名古屋市立大学寄附講座（近世名古屋学）開設記念 連続講座

第1回 信長の城 －勝幡城から安土城へ－

2023年

８月２０日［日］ １４：００ー１６：００［１３：００開場］時 間

中区役所ホール 地下鉄栄駅１２番出口より東へ１分
（名古屋市中区栄四丁目１番８号 地下２階）

テレビでもおなじみ

千田 嘉博教授による

わかりやすいお城解説！

参加無料

定員５００名

（事前申込制）
※申込方法は裏面参照

２０２３年度
なごや学研究センター事業

参加者
募 集

 ０５２－８７２－５８０３［名古屋市立大学 教育研究部 教務企画室］
(平日 ８：４５ー１７：３０）

事務局

［主催］名古屋市立大学  ［共催］名古屋市、名古屋市教育委員会

勝幡城復元模型：愛西市提供 安土城大手道：千田嘉博教授提供
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名古屋市立大学特任教授

第１部 基調講演

テーマ

「信長の城 －勝幡城から安土城へ－」

講 師

千田 嘉博
（名古屋市立大学特任教授）

愛知県出身。

1986年奈良大学文学部文化財学科卒業、同年より名古屋市見晴台考古資料館学芸
員として従事する。

2009年に奈良大学文学部文化財学科教授、2014年～2016年に奈良大学学長を歴任
し、2016年にNHK大河ドラマ「真田丸」の真田丸城郭考証を務める。
研究テーマは「城から歴史を解明するだけでなく、市民とともにいかに保存・
活用していくかを考察」すること。
特別史跡名古屋城跡の石垣・埋蔵文化財部会委員を務める。

主な著者に「歴史を読み解く城歩き」、「城郭考古学の冒険」、「日本の城辞
典」などのほか、講演やテレビ出演など多数あり、日本有数の「お城博士」。

2023年9月より、名古屋市立大学寄附講座教授（近世名古屋学）として着任予定。

第２部 パネルディスカッション

パネリスト

千田 嘉博 名古屋市立大学特任教授

吉田 一彦 
名古屋市立大学高等教育院特任教授
（日本史学に関する史学史研究）

原  史彦 名古屋城調査研究センター主査
（近世武家文化の調査・研究等）

コーディネーター 伊藤 恭彦 
名古屋市立大学理事（教育）
なごや学研究センター長

申込方法（メールでお申込みください）

●✉送付先：

●件 名：２０２３年度連続講座第１回申込希望

●記載事項：代表者氏名、年齢、参加人数（１組２名まで）、電話番号

●申込期限：７月３１日（月）まで（メールでお申込みください）

●そ の 他：応募者多数の場合は、抽選により決定します。

※応募者には８月１日（火）以降、メールにて事務局より抽選結果のメールを送付します。

申込ＱＲコード

nagoyagaku@sec.nagoya-cu.ac.jp
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